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 要 旨   

 

目的：飲酒量とがんの関連は多くの研究結果から示されているが、飲酒行動の変化ががん発

症リスクを増減させるかについては分かっていない。本研究では、飲酒量の増加、減少、ある

いは禁酒とがん発症リスクとの関連を検討した。 

方法：2009年および 2011年の国民健康診査を受けた、飲酒状況のデータを有する 40歳以上

の男女を対象とした。飲酒レベルにより、飲酒なし (0 g/日)、軽度 (<15 g/日)、中程度 (15-

29.9 g/日)、多量 (>30 g/日)飲酒に分け、2009年から 2011年の飲酒レベルの変化により、非

飲酒群、維持群、増加群、禁煙群、減少群の 5 群に対象者を分類した。Cox 回帰モデルを用

い、飲酒レベルの変化による新規のがん発症ハザード比 (HR)および 95%信頼区間 (CI)を算

出した。なお、飲酒維持群を参照とした。主要アウトカムはアルコール関連のがん（頭頸部、

食道、結腸直腸、肝臓、喉頭、および女性の乳房のがん）、副次アウトカムはすべてのがん（甲

状腺がんを除く）とした。 

結果：対象者 451374人（平均年齢 53.6歳, 男性 51.5%）のうち、追跡期間中(中央値: 6.4年)

のがん発症率は 7.7/1000人年であった。維持群と比べ、増加群ではアルコール関連がんおよ

び全がんの発症リスクが高かった。非飲酒群に比べ、非飲酒から軽度、中程度、多量飲酒に変

化した群において、それぞれアルコール関連がん発症リスクが高かった。軽度飲酒から禁酒

した群は、飲酒レベル維持群よりもアルコール関連がん発症リスクが低かった。 

結論：飲酒量の増加は、アルコール関連がんおよび全がんの発症リスクと正に関連し、継続的

な禁酒と飲酒の減少は、アルコール関連がんおよび全がん発症リスクの低下と関連した。が

んの予防のためには、アルコール摂取の中止と減量を強化する必要があると考えられた。 

 
 


